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宮　下　吏　明
　評老はかつて，ロナルド・リード・ボイス薯のr経済地理学の基礎』を紹介したこと
がある。ωこのボイスの薯書は，アメリカで使用されている標準的なカレッジ・レベル
のテキストとLてはユニークな内容をもち，他国の教員にとっても，もっとも使い易い
ものである。本書は，このボイスの薯書（1974年）以降に出版されたこの種のテキスト
の中でも，最良のものの1つと考えられるので，ここに紹介してみたい。121
　本書は，百科事典的な他の経済地理学の伝統的たテキストとは異恋り，また前述のボ
イスのテキストともおおいに異なっている竈それは本書の構成に顕著に見られる。本書
の構成は次の通りである。
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　上のように本書は7都15章よりなり，本文382ぺ一ジ，イソデックスなどを含めて395
べ一ジである。執筆の分担は，ウィラーが第1章から第7章までと，第9章，第10章，第
15章を執筆している。そしてマラーが第8章と第11章から第14章までを執筆している。
執筆者のウィラーはジョージア大掌に，またマラーはマイアミ大学に，それぞれ所属し
ている。
　このように本書では，伝統的な立地論的手法．すなわち抽出産業，農業から工業，商
業というように，立地の単純に決定されるものから複雑なものへという順序をとってい
ない。ここに本書の特色がある。ばしがきで著者が述ぺているように，本書は1950年代
までに形成された経済地理学の基礎の上に，1960年代の斯学におげる理論的発展，およ
び1970年代の行動科学的・応用経済地理学的成果を取り入れたものである。かかる点
で，本書は伝統的な方法論の上に，新たた理論を取り入れたものであるといえる。
　本書は，1980年代の学生達のために書かれたと薯着が述ぺているように，ポイスのテ
キストの7年後に出版されたものであるが，それと比較してはるかに理論的レベルの高
いものとなってい私繕論的に言うならぱ，本書は現在出版されている経済地理学のス
タソダードたテキストの中で，もっとも優れたものの1つであるといえ乱以下，本書
の内容を紹介したい。
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　第1部では，まず経済地理学の分野に一っいて述ぺた後．われわれの経済活動の背景と
なる要素として，人口，技術と経済発展をまず敢り上げている。第1章経済地理学の分
野では，これまでの斯学の発達の歴史にふれている。すなわち，従来の記述的・地誌的
た研究から，1960年代には徐々に理論的な方面の研究が多く在り，とくに統計学的ない
し数学的手法がおおいに導入されてきた。さらに1970年代に入ると，個人あるいは集団
の経済的行動に関心が持たれ，立地の決定がいかに行われるかなど，意思決定の考え方
が導入されてくる。現在では，とくに立地論を現実の世界にあてはめることや，公害問
題，経済活動の杜会的イソバクト，経済活動と政治との関連恋どが研究の中心となって
いる。このように薯者は，この20～3⑰年問の研究の流れを述ぺている。
　第2章の人口では，まず世界の人口の大きさとその分布について，さらに人口増加の
歴史的側面にっいて述べている。すなわち，人口の人口学的変遷の考えを用いて説明し
それを世界地図の上に投影Lている。さらに，人口の都市・農村におげる分布を述べ，
食料間題をマルサスの人口論を引用Lて説明している。本章では，人間を財とサービス
の生産老であり消費者であると，とらえようとLている。
　第3章の技術と経済発展では，技術が経済活動と結びつくものとして，運輸と通信，
工業，農業，都市工学などを挙げている。経済発展については，まずロストウ（Rostow）
の経済発展段階説を用いて世界の状況を説明している。ついで地域経済成長理論では，
地域内変化が経済発展の原因とするIntemal　Growth　Theoryや，経済成長は他地域へ
の輸出の増加によると考えるExport　Base　Theoryが紹介されている。とくに後者の
考え方は，経済地理学でよく用いられる地域的特化regiOnal　spcializati㎝の考えにつ
なカミるものである。さらにフラソソワ・ペルー（Franqois　Perroux）のGrowthPole
Theoryが紹介されている。これは前着の考え方の1種であるが，key　industryが経済
発展をリードし，その関違産業にも乗数的影響をもたらすとするものである。玄たプレ
ッド（Pred）の理論も紹介している藺すなわちプレッドは，地域の経済発展は投下資
本，輸出量，1人当りの所得だげで次く，経済的意思決定に必要な情報べ一スにも依存
L，工業の革新や発明に使用される鴬報への接近にも依存するという。そして清報は成
長地域あるいは成長中心に集まっているとする。
　多くの経済発展理論では，その主役を工業に求めているが，地域の経済発展や産業を
とらえる場合，その背景となる経済理論を理解した上で出発することは糧めて重要であ
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飢それ故，この章の配列は適切であるといえよう。
　第2部では，立地論の基礎となる輸送の間題が相互作用論などにより説明されてい
る。これは1950年代にアルマソ（U11㎜an）によって理論化されたものであるが，輸送の
発生を補完性，輸送可能性，介在機会に求めるものである。この考えの基礎にはdis・
tanCe　deCayの概念などがある。童たマトリックスを用いて輸送のネヅトワークを説明
し，テーフ（Ta任e）の交通発展モデルなどが紹介されている。さらに第5章の経済地理
学における輸送の役割では，まず歴史的にアメリカにおげる道路網・鉄道網の発達状況
について述べた後，立地論の基礎と匁る運賃の概念について詳述する。この運賃の性格
を十分理解しておかなけれぱ，以下の立地論の考え方が理解できないので，本章の説明
は適切である。
　第3部では都市の問題を敢り上げている。都市は人口の大集積地であり，また経済活
動の大集積地でもある。ここでは都市の経済的諸特色について，とくに都市化の利益す
たわち費用節約的な側面について述べられ，都市の経済基盤説にもふれている。さらに
都市の空閲構造理論の代表的なものとして，同心円理論，扇状地帯理論，多核心理論を
紹介している。第7章の第3次産業の立地では，都市の重要な経済活動の1っとして，
まず小売商業をとらえる。その説明には，クリスタラーによる中心地理論などからの接
近がなされ，これによって商圏およびその階層性の成立を説明している。しかしこれぱ
かりでなく，空間競争理論を取り入れて，この理論の修正を行なっている。そして都市
内部での商業立地にふれ，さらに世界的に見てこの中心地理論の妥当性を検討してい
る。第8章では，第6章で説明した都市の空聞構造理論が，1980年代の多核的メトロポ
リスの実情に合わないため，設げられた章である。すなわち，人口が郊外に流出するこ
とに伴なって，商業立地や労働者の通勤などに大ぎな変化が生じてきた。ここではとく
に非経済的立地因子の影響を強く指摘している。
　第4部では工業立地を敢り上げている。すなわち，第9章で工場がどこに立地するか
という問題をまず検討している。立地因子として，市場・生産コスト・労働コスト・労
働の入手し易さ・原料などが説明され，ついで集積の経済，環境要素なども説明され
る。さらに工業立地論の説卿こ入り，中央立地原貝u，ウェーパーの立地論が詳細に説明
されている。またレッシュ，アイサード，スミスなどの理論も紹介されている。第10章
では］二業の地域的パターソが，アメリカにおげる工業分布を例にLて説明されている。
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　第5部のニネルギーの経済地理は，エネルギー危機以来の今日的間題である。まず第
11章でアメリカにおけるエネルギーの生産と消費の構造が示される。アメリカでは石炭
の産出も多く，また今日その価値が見直されているので，かなりの紙数をこれにあてて
いる。っいで石油と天然ガスの生産司およびその輸送手段としてパイブライソ，鉄道専
用軍靹，タソカーなどにふれている。第12章では，アメリカにおけるエネルギーの消費
構造と間題点についてふれている。本章において前章でふれなかった電力について詳し
くふれている。そして今目のエネルギー危機について，各エネルギー源の現状と原子
力・地熱発電・太陽熱・風力などの代替エネルギーの可能性にふれてい私また各セク
ターでのエネルギー節約の問題にもふれている。とくにこの章では，最近の資料を多数
引用している。
　第6部の農業地理では，第13章でまず農業の空閻的構造について，チューネソ・モデ
ルなどを使用して一般理論を理解させている。ここでは地代の概念が重要である。そし
てチューネソ・モデルをアメリカ大陸に適用している。第14章では野菜・果実地帯，酪
農地帯，コーソベルト，小麦地帯など，それぞれ特色のある農業地帯を紹介し，今目の
アメリカ農業の諸間題にふれている。さらにアグリビジネスや世界の食料供給国として
のアメリカについても言及している。
　第7部の応用経済地理学では，経済地理学における間題解決法，地図化法などについ
て説明している。すなわち，立地係数やローレソツ曲線，相関係数を用いる方法など，
数学的・統計学手法を紹介している。この方面の接近は近年長足の進歩を遂げてきた
が，本書ではあくまでもその入門にとどめている。
　以上，本書の内容を概観してきたように，本書は従来のオーソドックスたテキストの
内容から大きく逸脱してはいない。しかし，理論的な色彩の濃いものであるといえる。
また本書の構成も，今日の世界人口の大半が屠住Lている都市からまず取り上げ，そこ
での重要な産業とLて小売商業，工業を説明するという手法をとっていることにも特色
がある。
　1970年代に出版された他の経済地理掌のテキストの中には，ホッダーとリーのr経済
地理学』や，｛割　トイソのr組織・立地と行動一経済地理学におげる意思決定』のよう
に，ω経済学的色彩の非常に濃いものや意思決定の考え方を導入Lたものもある。また
ロイドとディッケソの『空間立地一経済地理学への理論的アプローチ』や，㈲ベリー
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らの『経済システムの地理学』のように，1副非常に理論的なものや一般システム理論を
導入しているものもある。このように70年代のテキストは，従来の百科事典的な記述的
なものから，理論的なものにその中心が移ってきたといえ乱
　しかし，どのテキストを採用するかは，経済地理学を1セメスターで教えるのか，あ
るいは1年間で教えるのか，また何年生を対象に教えるのかにも大きく影響される。ベ
リーらのテキストは確かに優れたものであるが，著老も述べているように，そのいくつ
かの部分をとぱさないと1年間でもカバーしきれない大薯である。また先出のような理
論的色彩の強いテキストを使用すると，いずれも優れたテキストであるが，経済学の基
礎知識がないと初学考にはやや難解であり，また具体的事例を説明する時問が不足する
恐れがある。もちろん，これは理論的説明だげで十分であるという見解もあろ㌔しか
し，経済地理学は経済学よりもはるかに具体的な事例を取り扱うことが多く，またそれ
が大きた特徴でもある。
　本書は先述Lたように，とくに目新しい理論やケースを取り上げている訳では在い。
しかしそれだげに安心できる内容であり，初学者の入門書としては，理論的なレベルも
適切であり，また理論と具体的事例が巧みにミックスされているといえ乱また量的に
も1年間で十分カバーできるものである。このように見てくるならぱ，本書は80年代の
学生達の経済地理学の標準的なテキストの1っとして広く採用されていくものと思われ
る。
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